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　試験布には，羊毛（JIS L 0803　試験用添付白布，色染社製モスリン），絹（JIS L 0803　試験
用添付白布，色染社製羽二重），綿（JIS L 0803　試験用添付白布，色染社製金巾）を，60℃の湯
（浴比１：15）で10分間糊抜きをしてから実験に供した。綿布は染まりにくいため，80～90℃の湯
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（Canon EOS 7D Mark Ⅱ）を用いて30cm の高さから行った。照明は Macro LED Ring Flash 
RF550 Series（NEEWER 社製）を用い，照度1320～2460lx とした。試料の撮影は，汚れ付着前
の染色布と汚れ付着後の染色布を並べ，90°ずつ回転させた4種類の方向のものを撮影した。試料
の撮影の際には，CIE L＊a＊b＊値が既知の24色の Color Checker（x-rite 社製）を撮影し解析に用
いた。デジタルカラー画像を用いて測色及び色差を算出するために，以下に示す方法で，撮影した
画像の各画素の RGB 値を CIE L＊a＊b＊値に変換した。
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　画像解析及び分光光度計による測色で得られた CIE L＊a＊b＊値を用いて以下の式で色差ΔE を算
出した。
　　ΔE ＝ {（ΔL＊）2+（Δa＊）2+（Δb＊）2}1/2
　　　　　　　ΔL＊： 汚れ付着後の L＊－汚れ付着前の L＊
　　　　　　　Δa＊： 汚れ付着後の a＊－汚れ付着前の a＊
　　　　　　　Δb＊： 汚れ付着後の b＊－汚れ付着前の b＊
3．結果及び考察

















































































































図3　各染色布の汚れ付着前後の L＊値 図4　スオウ染色布の汚染前後の a＊値及び b＊値
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定する部分による誤差が色差に大きく影響する。染色布の変退色においては、人間の見た目（目
視）との相関が重要であると考えられるため、広い範囲で解析が行える画像解析の手法が有効であ
ることが示唆された。
　染織品の保存の観点から考えると、染色布に変退色を及ぼす要因としての汚れは、タンパク質汚
れや皮脂汚れの影響が大きいと推察されるため、さらに汚れの種類を増やして検討することが求め
られる。また、汚れの付着が染織品の劣化に及ぼす影響についても検討していきたい。
4．おわりに
　羊毛，絹，綿布を３種の天然染料（スオウ，コチニール，インド茜）で染色し，固体粒子汚れを
付着させ，画像解析により染色布の変退色を評価した。その後，測色計で測定した CIE L＊a＊b＊値
を用いて色差を算出し，画像解析データと比較検討した。
　その結果，スオウ，コチニール，インド茜ともに，汚れを付着させる前と後の染色布の画像解析
から得られた L＊a＊b＊値は，目視で画像を確認して得られる情報とほぼ同様の傾向を示すことが分
かった。また，分光光度計を用いて測色した場合の色差と比較すると，ほぼ同様の傾向であった
が，測定面積の大きさの違いが色差に影響を及ぼすことも推測され，目視に近い情報を得るには，
染色布の広い範囲で解析が行える画像解析の手法を用いることが有効であることが分かった。今後
は，さらに汚れの種類を変えた場合についても検討していきたい。
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